
 

「生徒が成長を実感し続けることができる学校」を目指して 
 

校長 三杉 紀文 
  

芽吹きの季節を迎え、学校にも新たな息吹が満ちてまいりました。保護者・地域

の皆様には日頃から温かいご支援を賜り、心から感謝申し上げます。 

 

本校は、今年度、開校から４７年目を迎えます。学校教育目標は、正門の両脇の

横断幕に大きな文字で表しておりますとおり「心豊かで たくましい西中生」の育

成であり、今年度もこれまで積み上げてきた本校のよさを継承してまいります。そ

の上で、さらなる進化も目指すため、今年度は、目指す学校像を「生徒が成長を実

感し続けることができる学校」と改めました。 

昨年度、３年生全員を対象とした校長面接の中で、一人一人に「中学校３年間で

一番印象に残っていること」を尋ねたところ、学校行事や部活動の取組を挙げた生

徒が多数でした。さらにその理由を尋ねると、仲間関係が広がったり深まったりし

たこと、大人でなく自分たちで決めて実行できたこと、今まであまりできなかった

ことができるようになったこと、などが多数でした。つまり、生徒たちは自分自身

の成長を実感できた時に価値を見出し、印象に残っていることが分かります。 

 

そこで、目指す学校像「生徒が成長を実感し続けることができる学校」とは、生

徒が自分の成長を自ら実感し、自己肯定感が高まる時こそ、本質的に「学校が楽し

い」と感じられると考え、さらにこれを継続していくことができる学校ということ

です。そのためには、まず安心・安全が大前提です。その上で、成長とは、単に知

識獲得にとどまらず、ＡＩの進化や気候変動など予測困難な社会の変化に主体的に

対応できる力（「生きる力」＝確かな学力、豊かな心、健やかな体）を生徒たちに

育成していくことです。またそれには、社会の変化に対応して私を筆頭に全ての教

職員も成長を続けていく必要があります。さらに、生徒たちが多くの時間を過ごす

家庭や地域社会との連携も欠かすことができません。学校の取組は、家庭や地域の

方々に支えられてこそ、その教育的効果を十分に発揮することができます。 

このように安心・安全を大前提とし、家庭 

・地域との連携で教育的効果を高めながら、

生徒も教職員も成長を実感し続けることがで

きる学校、こうした学校を目指してまいりま

す。本年度もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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